
読

み

方

に
於

け

る
辞

書

の
信

頼

度

文
字
の
読
み
方
が
、
時
代
と
共
に
変
転
し
て
来
て
い
る
も
の
は
非
常
に
多
い
が
、
そ
の
読
み
方
が
い
つ
頃
か
ら
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た

か
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
に
知
り
得
な
い
。
特
に
清
濁
に
関
し
て
は
事
毎
に
迷
う
。
所
謂
万
葉
仮
名
と
し
て
、
漢
字
を
借

り

た

も

の

は
、
万
葉
集

。
古
事
記

・
日
本
書
記
等
に
於
い
て
、
あ
る
程
度
は
知
り
得
る
も
の
も
あ
る
が
、
既
に
片
仮
名

・
平
仮
名
が
用
い
ら
れ
る

に
至

っ
て
濁
点
な
し
に
書
か
れ
た
た
め
、
清
濁
何
れ
に
従
う
べ
き
か
、
古
文
を
読
む
に
は
、
そ
の
時
代
の
読
み
方
に
よ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
不
明
な
場
合
が
頗
る
多
い
。
古
事
記
伝
な
ど
に
随
分
委
し
く
記
さ
れ
、
現
代
に
も
多
く
の
専
門
学
者
に
よ

っ
て
研
究
が
続

け
ら
れ
、
辞
書
に
も
あ
れ
こ
れ
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
釈
然
た
ら
ぬ
点
が
実
に
多
い
。

折
に
ふ
れ
て
、
手
近
に
あ
る
新
撰
字
鏡

・
倭
名
類
衆
抄

・
類
衆
名
義
抄

・
和
訓
類
林

・
以
呂
波
字
類
抄

・
倭
訓
栞

・
雅
言
集
覧

・
但
言

集
覧
な
ど
覗
い
て
見
る
。
こ
れ
等
の
辞
書
も
次
々
覆
刻
さ
れ
て
容
易
に
入
手
さ
れ
る
こ
と
は
実
に
あ
り
が
た
い
。
し
か
し
文
字
ご
と
に

一
々
検
索
す
る
こ
と
は
到
底
時
間
が
許
さ
な
い
。
結
局
は
現
代
の
辞
書
に
た
よ
る
外
は
な
い
。

何
と
言

っ
て
も
、　
コ
面
海
」
は
新
時
代
を
画
し
た
感
が
あ
る
。
語
彙
は
少
な
い
が
、
発
音

ｏ
品
詞

・
語
原

・
語
釈

・
出
典

・
古
語

・
俗

語

。
和
語

・
漢
語
な
ど
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
と
ば
の
い
づ
み
」
に
至

っ
て
著
し
く
語
彙
が
増
加
さ
れ
た
が
、
発
音
の
方
は
さ

っ
ぱ
り
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
語
彙
の
豊
富
さ
と
、
言
海
の
形
式
を
加
え
た
辞
書
が
次
々
出
版
さ

れ
た
こ
と
は
甚
だ
よ
ろ
こ
ば
し
い
。

上
田
万
年

・
松
井
簡
治
両
博
士
の

「
大
日
本
国
語
辞
典
」
が
出
る
に
及
ん
で
、
そ
の
恩
恵
は
絶
大
で
あ
る
。
更
に
、
こ
と
ば
の
い
づ
み

一則

田

正

（
一）

民
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を
改
修
し
た

「
言
泉
」
、
言
海
を
改
修
し
た

「
大
言
海
」
も
出
た
。
平
凡
社
の

「
大
辞
典
」
に
な
る
と
、
輯
録
範
囲
も

一
層

拡

充

さ

れ
、
百
科
辞
典
を
兼
ね
る
に
至
り
、
利
用
価
値
も

一
層
増
し
て
来
た
。

漢
字
の
字
典
で
は
、

「
康
熙
字
典
」
の
日
本
語
版
を
基
と
し
て
、
三
省
堂
の

「
漢
和
大
辞
典
」
を
始
め
、

「
大
字
典
」

「
字
源
」
、
服

部

・
小
柳
両
氏
の

「
詳
解
漢
和
大
字
典
」
等
を
経
て
、
諸
橋
轍
次
氏
の

「
大
漢
和
辞
典
」
が
出
現
す
る
に
至

っ
た
。

併
し
、
終
戦
後
、
現
代
仮
名
遣
や
、
常
用
漢
字
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
要
望
か
ら
、
現
代
語
を
主
と
し
た
学
生
や

一
般
社
会

向

の
も

の

で
、
昭
和
二
十
七
年
に
、
三
省
堂
か
ら
、
金
田

一
京
助
氏
等
の

「
明
解
国
語
辞
典
」
や
、
昭
和
三
十
八
年
に
岩
波
書
店
か
ら
、
西
尾
実
・

岩
淵
悦
太
郎
両
氏
の

「
岩
波
国
語
辞
典
」
、
昭
和
三
十
二
年
に
、
武
田
祐
吉

・
久
松
潜

一
両
氏
の

「
角
川
古
語
辞
典
」
も
出
た
。

さ
て
こ
れ
等
の
辞
典
に
よ

っ
て
、
読
み
方
を
調
べ
て
見
る
と
、
区
々
様

々
で
あ
る
。
こ
こ
に
数
語
を
あ
げ
て
並
べ
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

辞
書
名
は

一
部
本
来
の
ま
ま
記
す
が
、
他
は
次
の
括
弧
内
の
略
語
を
用
い
る
。

倭

名

類

衆

抄

（和
名
抄
）

類

衆

名

義

抄

（名
義
抄
）

以
呂
波
字
類
抄

（字
類
抄
）

雅

言

集

覧

（雅

一こ

但

一昌

集

計見
（但
　
一一一こ

大
日
本
国
語
辞
典

（大
国
）

大

　

一百
　

海

（大
　
一一こ

大

　

辞

　

血
（
（大
　
辞
）

詳
解
漢
和
大
字
典

（詳
漢
）

（一し
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（一一一）

大

漢

和

辞

典

（大

漢
）

明
解
国
語
辞
典

（明
　
国
）

岩
波
国
語
辞
典

含
石
　
波
）

角
川
古
語
辞
典

（角
　
古
）

○
う
ま

（馬
）
　

　

う
め

（梅
）

久
し
く
、

ン
マ
・
ン
メ
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
、
埋
れ
木

・
姥

・
生
れ
る
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
上
古
我
が
国
に
は
ン
の

音
が
な
く
、

「
ン
」

「
ん
」
の
仮
名
も
鎌
倉
時
代
後
以
後
次
第
に
用
い
る
よ
う
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
る
。

（新
撰
字
鏡
）
の

「
馬
」
字
に
訓
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
株
」
に
は
、
宇
末
久
佐
と
あ
る
。

「
梅
」
に
も
訓
は
書
い
て
な
い
。
中

古
時
代
の
物
語
な
ど
を
記
し
た
古
写
本

（定
家
自
筆
本
な
ど
い
う
種
類
）
な
ど
、
う
ま

・
む
ま
、
う
め

・
む
め
な
ど
と
書
い
て
あ
る
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

（和
名
抄
）
に
は

「
馬
」
は
無
万
、

「
梅
」
は
宇
女
と
し
て
あ
る
。

（名
義
抄
）
に
は

「
馬
」
に
ウ
マ
、

「
梅
」
に
ウ
メ

・
ム
メ
ノ
キ
と
し
て
あ
る
が
、

「
馬
」
に
関
係
の
あ
る
語
は
、
例
え
ば
、

「
餞
」

ム
マ
ノ

ハ
ナ
ム
ケ
、

「
午
」
ム
マ
ノ
ト
キ
と
し
て
い
る
。

（字
類
抄
）
で
は
、

「
元
」

（む
）
の
部
に
、

「
馬
」
ム
マ
、

「
梅
」
ム
メ
、

「
宇
」
の
部
に
、

「
馬
」
ウ
マ
、

「
梅
」
ウ
メ
と
双
方

出
クに
い
る
。

（倭
訓
栞
）
の

「
む
ま
」
の
条
に
、

「
馬
を
い
ふ
倭
名
抄
む
ま
と
訓
す
日
本
紀
万
葉
集
皆
う
ま
と
見
え
た
り
万
葉
集
中
東
歌
に

一
所
む

ま
と
書
り

（中
略
）
○
古
き
は
う
ま
と
書
り
今
常
に
し
た
か
ひ
む
と
し
な
し
ぬ
以
下
馬
午
是
に
準
す
」
と
あ
る
。　
又

「
む
め
」

の
条

に
、

「
梅
を
い
ふ
昔
は
う
め
と
の
み
書
る
を
今
は
か
く
書
な
ら

へ
り
万
葉
集
に

一
所
牟
字
を
用
た
り

一
説
に
は
宇
の
誤
写
な
り
と
い
へ



り
」
と
あ
る
。

（雅
一百
）
に
、

「
う
ま
」
馬
。

（但
言
）
に
、

「
「
む
ま
」
馬
也
古

へ
は
ウ
マ
と
い
ふ
　

「
む
め
」
梅
○
古

ヘ
ウ
メ
の
仮
字
な
れ
ど
も
中
古
よ
リ
ム
メ
と
い
へ
り
今
通

に
炊
て
ム
に
収
む
」
と
あ
る
。

但
し

「
う
」
の
部
に
、

「
う
ま
の
す
」

「
う
ま
ぶ
ね
」

「
梅
の
花
笠
」
な
ど
が
出
て
い
る
。

（
日
葡
辞
書
）
は
、
く
日
”
・
く
日
①
　
即
ち
ウ
マ

・
ウ
メ
で
ぁ
る
。

（広
文
庫
）
う
ま

・
う
め
に
つ
い
て
諸
書
を
引
用
し
て
あ
る
が
、
読
み
仮
名
に
関
係
の
あ
る
と
こ
ろ
を
次
に
抜
書
す
る
。

馬和
名
抄
　
麻
之
上
声
和
名
無
万

万
葉
集
抄
を
ひ
い
た
中
に
ウ
マ
の
文
字
が
屡
々
書
か
れ
て
い
る
。

日
本
釈
名
　
馬
、
ま
と
い
は
ん
と
て
、
む
の
字
を
付
け
た
り
、
む
は
ま
の
発
語
也
、
ま
は
馬
の
字
の
音
也
、
音
を
以
て
訓
と
せ
し
例

お
ほ
し
、

倭
訓
栞
　
う
ま
　
馬
と
い
ふ
、
称
美
の
名
な
る
べ
し
、　
一
説
に
胡
馬
の
音
、
国
華
合
記
集
に
も
、
馬
を
胡
馬
と
書
せ
る
は
、
武
備
志

に
牛
を
胡
水
と
書
せ
る
が
如
く
な
る
也
と
も
い
へ
り
、

名
言
通
　
ウ
マ
ヲ
ム
マ
ト
ス
ル
ハ
、
モ
ト
万
葉
集
文
字
ノ
誤

ニ
ヨ
ル
神
畔
″

物
類
称
呼
　
む
ま
、
下
総
国
に
て
は
、
ま
あ
と
よ
ぶ

梅和
名
抄
　
和
名
宇
女

（四）



ゴθ7

（五）

東
雅
　
梅
ウ
メ
　
万
葉
集
に
鳥
梅
の
字
を
読
ん
で
ウ
メ
と
い
ひ
し
は
、
漢
音
を
借
り
て
し
る
せ
し
な
り
、

日
本
釈
名
　
梅
万
葉
に
う
め
と
よ
め
り
、
順
和
名
抄
に
も
う
め
と
訓
ず
、
花
な
き
と
き
さ
き
て
う

つ
く
し
く
め
づ
ら
し

き

音
い
を

以

て
、
う
め
と
云
う
、
う
と
む
と
通
ず
る
故
に
む
め
と
も
云
う
。

倭
訓
栞
の
梅
の
条
を
も
引
い
て
い
る
。

名
言
通
　
ウ
メ
ヲ
ム
メ
ト
カ
ク

ハ
、
モ
ト
万
葉
集
文
字
ノ
誤

ニ
ヨ
ル
、
幹
潔
刻
テ
又
ウ
メ
ハ
モ
ト
字
音
バ
イ
、
マ
イ
、
メ
イ
、
相
転
ト

云
フ
説
ウ
字
ヲ
失
ス
、
未
ダ
据
ル
ベ
カ
ラ
ズ

小
学
校
の
国
定
読
本
で
あ

っ
た
頃
の
指
導
書
に
は
、

ン
マ

・
ン
メ
と
読
ま
す
よ
う
に
書
い
て
あ

っ
た
が
、
言
海
以
後
の
辞
書
で
は
、
う

ま

・
う
め
な
ど
の
項
に
は
ン
マ

・
ン
メ
の
発
音
を
示
さ
ず
。
　
曾
口泉
）
と

（明
国
）
に
に
次
の
よ
う
に
載

っ
て
い
る
。

（言
泉
）
の

「
ん
」
の
項
に
、

「。う
ま
る

（生
る
）

・
う
ま

（馬
）

・
う
め

（梅
）
の
如
き
は
、
実
際
の
発
音
は
ン
マ
ル

・
ン
マ
・
ン

メ
な
る
に
、
古
よ
り
う
の
仮
名
を
用
ひ
来
れ
る
と
同
時
に
、
む
ら
さ
め

（村
雨
）

。
む
か
し

（昔
）
な
ど
ん
ら
さ
め

・
ん
か
し
と
記
せ

る
類
、
古
書
に
往
往
そ
の
例
あ
り
。
」
と
あ
る
。

（明
国
）

「
ん
」
の
と
こ
ろ
に
、

「
ん
ま
―
↓
う
ま
　
例
、
「
ん
ま

（馬
と

―
↓
う
ま
。
ん
め
―
↓
う
め
　
例
、
「
ん
め

（梅
と

―
↓

う
め
　
例
、
「
ん
め

（梅
と

―
↓
う
め
。
　
ん
も
―
↓
　
例
、
「
ん
も

（埋
れ
る
と

―
）
つ
も
れ
る
。」
と
し
て
あ
る
。

但
し

（言
泉
）
（明
国
）
と
も
、
馬

・
梅
の
説
明
等
は

「
う
ま
」
「
う
め
」
の
項
に
、
ン
マ
・
ン
メ
の
発
音
を
記
さ
ず
に
載
せ
て
あ
る
。

し
か
し
謡
曲
で
は
必
ず
ン
マ

・
ン
メ
な
ど
と
謡
う
こ
と
に
注
意
し
た
、
。

例
　
馬

（
ン
マ
）
引
き
返
し

「
敦
盛
」

　

佑
は
此
梅

（
ン
メ
）
は

〔
東
北
〕
　

埋
木

（
ン
モ
ン
ギ
）
の

〔
頼
政
〕
　

此
所
に
て
生

（
ン
マ
）
れ

〔
唐
船
〕
　

姥

（
ン
バ
）
や
給

へ

〔
国
栖
〕

◎
要
す
る
に
ン
マ

・
ン
メ
の
発
音
は
室
町
時
代
に
は
確
実
に
存
在
し
た
と
言
い
得
る
。
唯

（
日
葡
辞
典
）
に
ウ
マ

・
ウ
メ
と
あ
る
の
は
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果
た
し
て
ウ

・
マ
、
ウ

・
メ
の
如
く
読
む
の
か
疑
間
が
あ
る
。

○
な
ほ
し

（直
衣
）

こ
れ
は
今
日
日
常
語
で
は
な
い
が
、
雪
口海
）
・
（大
言
）
・
（大
国
）
人
大
辞
）
・
（岩
波
）
・
（明
国
）
・
（角
古
）

等
す
べ
て
、　
ノ
オ
ン

・

ノ
ウ
ン

・
ノ
ー
ン
な
ど
と
発
音
を
示
し
て
い
る
。　
Ｔ
口泉
）
の
如
き
発
音
を
あ
ま
り
示
し
て
い
な
い
の
に
、
「
な
ほ
し
」
の
項
に
、

『直

は
な
ほ
び
と

（直
人
）
な
ど
の
な
ほ
に
て
、
礼
服

・
朝
服
な
ど
な
ら
ぬ
唯
の
服
の
義
。
ノ
オ
ン
と
発
音
す
』
と
書
い
て
あ
る
。

こ
れ
を
古
い
辞
書
で
見
る
と
、
次
の
如
く
で
ぁ
る
。

（和
名
抄
）
襴
診
　
須
曽
豆
介
乃
古
路
毛

一
云
奈
保
之
能
古
呂
毛

（名
義
抄
）
ナ
ホ
ン
ノ
衣

（倭
訓
栞
）

「
な
ほ
し
」
の
項
に
、
「
直
衣
は
倭
名
抄
に
襴
惨
な
ほ
し
の
こ
ろ
も
と
見
え
た
り
」

（雅
言
）
な
ほ
し

（但
言
）
直
衣
ナ
フ
ン
の
如
く
と
な
ふ

〔
伊
勢
貞
丈
随
筆
〕

古
川
引
文
館
発
行
の
増
訂
故
実
叢
書
中
、
「
直
衣
」
に
仮
名
読
の
あ
る
も
の
を
抜
き
出
し
て
見
る
と
、

（
日
中
行
事
略
解
）
御
装
束

鰤
晩
奉
り
て

（禁
中
方
名
目
抄
校
註
）
直
衣

（武
家
名
目
抄
）
御
引
直
衣
の
項
に
、
「
御
ひ
き
な
ふ
し
」

（貞
丈
雑
記
）
装
東
類
之
部
に
、
「
御
引
直
衣
又
御
下
直
衣
」

（装
東
集
成
）
直
衣
、
か
な
づ
か
ひ
に
は
、
な
を
し
な
れ
ど
も
、
よ
む
に
は
な
ふ
し
と
読
事
、
習
ひ
也
。

な
ど
と
あ
る
。

（六
）
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（七
）

（倭
漢
三
才
図
会
）
に
は
、
直
衣
の
と
こ
ろ
に
、
「
の
を
し
」
と
書
き
、
下
方
に

「
奈
乎
之
称
二
乃
乎
之
■
」
と
あ
る
。

（広
文
庫
）
「
な
ほ
し
」
の
項
に
、
装
束
要
領
抄
の

「
直
衣
、
か
な
づ
か
ひ
に
は
な
ほ
し
な
れ
ど
も
、
な
ふ
し
と
よ
む
事
な
ら
ひ
也
、
」

更
に
、
和
漢
三
才
図
会

ｏ
倭
訓
栞
等
の
文
言

（前
記
参
照
）
を
引
い
て
あ
る
。

（難
訓
辞
典
）―
啓
成
社
発
行
、
井
上
頼
囲

・
高
山
昇

・
菟
田
茂
丸
合
編
―
「
直
衣
」
の
項
に
は
ナ
フ
ン

〔
名
目
〕
と
あ
る
。

（
日
葡
辞
書
）
に
は
、

Ｚ
”
匡
ｏ
Ｌ

と
あ

っ
て
、
即
ち
ナ
ヲ
ン
で
あ
る
。
こ
の
辞
書
は
慶
長
八
年
に
本
編
、
翌
年
補
遺
と
な

っ
て
い
る
も

の
で
、
外
人
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
耳
や
口
に
す
る
と
こ
ろ
と
多
少
の
差
違
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
前
記
の
ウ
マ
・

ゥ
メ
の
と
こ
ろ
で
、
少
し
疑
い
を
残
し
た
が
、
ナ
ヲ
ン
に
至

っ
て
は
信
頼
感
が
深
い
。

謡
曲

「
井
筒
」
に
、

「
形
見
の
直
衣
」
「
冠
直
衣
は
女
と
も
見
え
ず
」
、
同
じ
く

「
国
栖
」
に
、
「
玉
の
冠
直
衣
の
袖
」
と
い
う
語
句
が

あ
り
、
観
世
流
現
行
本
に
は
ノ
オ
ン
又
は
ノ
ヲ
ン
の
発
音
が
つ
け
て
あ
る
が
、
宝
生
流
で
は
ナ
オ
ン
の
仮
名
を
つ
け
ナ
ヲ
ン
の
如
く
謡

う
の
で
あ
る
。
観
世
流
で
は
後
に
ノ
オ
ン
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

宣
長
の
三
音
考
の
附
録

「音
便
ノ
事
」
の
と
こ
ろ
に
、
「
直
会
を
ナ
ウ
ラ
ヒ
。
直
衣
ヲ
ナ
ウ
ン
。」
の
文
言
が
見
え
て
い
る
が
、
当
時
は

ノ
オ
ン
に
な

っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

◎
以
上
に
よ

っ
て
見
る
と
室
町
時
代
ま
で
は
ナ
オ
ン
で
、
そ
の
後
ノ
オ
ン
に
変
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
の
辞
書
に
ノ
オ
ン
と
な

っ
て
い
る
の
を
鵜
呑
に
す
る
こ
と
に
は
砂
ら
ず
抵
抗
を
感
ず
る
。

○

「
か
が
や
く
」
と

「
か
か
や
く
」
今
日

一
般
に
漢
字
で
は

「
輝
」
の
字
を
用
い
る
。
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
に
は
清
濁
不

明
の
場
合
が
あ
り
、
仮
名
も
古
く
は
濁
音
を
つ
け
な
か

っ
た
か
ら
不
明
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
ま
ま
記
し
て
お
く
。

（字
鏡
）
に
は
、
晟

・
燿

・
偉

・
奔

・
玲
々

・
灼
々
の
字
、
何
れ
も
加
加
也
久
と
あ
る
。

（
和
名
抄
）
に
は
見
え
な
い
。
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（名
義
抄
）
晟

・
燿

・
濯

・
威

・
赫
な
ど
四
十
字
の
漢
字
を
掲
げ
、
何
れ
も
カ
カ
ヤ
ク
と
な

っ
て
い
る
。

（字
類
抄
）
す
べ
て
の
語
に
濁
音
の
記
号
が
な
い
の
で
参
考
に
な
ら
な
い
。

（
日
葡
辞
書
）
ｏ
８
”
Ч
”
”
●

カ
カ
ャ
ク
で
ぁ
る
。

（倭
訓
栞
）
か
か
や
く

（雅
言
）
か
が
や
く

（
但
言
）
か
か
や
く
の
項
の
下
に

「
耀
下
濁

○
〔
倭
訓
栞
〕
力
ヾ
明
ラ
カ
な
る
を
い
へ
り
赫
字
の
意
な
り

（
下
略
と

（角
古
）
か
が
や
く
＝
か
か
や
く

（大
言
）
八
言
泉
）
・
（大
国
）
。
（明
国
）
人
岩
波
）
何
れ
も

「
か
が
や
く
」
だ
け
示
し
て
い
る
。

か
が
や

（
大
辞
）
は

「
カ
カ
ヤ
ク
」
の
項
に
輝
く
に
同
じ
。
加
増
曽
我

・
三
一回
一宝
永

「
た
い
松
は
る
か
に
か
か
や
き
た
り
」
暦

・
二
回
一御
殿

か
か
や
く
斗
也
」

「
カ
ガ
ヤ
ク
」
の
項
に
語
釈
を
施
し
、
神
代
紀

・
源
氏

・
枕
草
子
か
ら
引
例
し
て
あ
る
。

◎
日
葡
辞
書
も
カ
カ
ヤ
ク
に
従

っ
て
お
り
、
謡
曲
で
は
す
べ
て
カ
カ
ヤ
ク
で
あ
る
か
ら
、
室
町
時
代
ま
で
は
カ
カ
ヤ
ク
で
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。
カ
ガ
ヤ
ク
に
な

っ
た
の
は
江
戸
時
代
後
で
あ
ろ
う
。
（大
辞
）
の
文
例
の
引
き
方
も
実
に
変
な
感
じ
が
す
る
。

○
ほ
と
ば
し
る

。
ほ
ど
ば
し
る
―
―
近

ホ
ド

ハ
ン
ル

（雅
言
）

ホ
ト
バ
ン
ル

（倭
訓
栞
）
（大
言
）
曾
面
泉
）
（明
国
）
（岩
波
）
（大
漢
和
）

ホ
ド
バ
ン
ル

（大
国
）
（大
辞
）
（芳
賀
新
式
辞
典
）
（詳
漢
）
（大
字
典
）

○
ま

っ
し
く
ら

ｏ
ま

っ
し
ぐ
ら

（八）
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（力
）

マ
ッ
ン
ク
ラ
又
は
マ
ッ
シ
ク
ラ

ニ

（倭
訓
栞
）
（
但
言
）
（大
言
）
（大
国
）

マ
ッ
ン
グ
ラ
叉
は
マ
ッ
ン
グ
ラ

ニ

（言
泉
）
（大
辞
）
（大
字
典
）
（詳
漢
）
（大
漢
和
）
（明
国
）
（岩
波
）

以
下
漢
語
を
二
三
掲
げ
る
。

○
緒
言

・
情
緒

・
心
緒
な
ど
の

「
緒
」
は
本
来

「
シ
ョ
」
が
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
近
来
は

「
チ

ョ
」
と
読
む
人
が
多
く
な
り
、
辞
書

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
来
て
い
る
。

緒
言（大
言
）
ち

ョ
げ
ん
の
項
に
、
「
し

ョ
げ
ん

（緒
言
）
ノ
誤
。
其
条
を
見
よ
。」
と
し
、
し

ョ
げ
ん
の
項
に
解
を
記
す
。

（大
国
）

「
ち
ょ
げ
ん
」
の
項
に
、
「
し
ょ
げ
ん

（緒
言
）
を
見
よ
。」
と
し
、
「
し
ょ
げ
ん
」
の
項
に
解
が
あ
る
。

（
言
泉
）

「
ち
ょ
げ
ん
」
の
項
に
、
「
し
ょ
げ
ん

（緒
言
）
の
誤
読
。」
と
し
、
「
し
ょ
げ
ん
」
の
項
に
解
が
あ
る
。

（
大
辞
）

「
チ

ョ
ゲ
ン
」
の
項
に
は

「
＝
緒
言
」
と
し
、
「
シ
ョ
ゲ
ン
」
の
項
に
解
を
示
す
。

（
明
国
）
右
と
同
じ
い
。

（
岩
波
）

「
ち
ょ
げ
ん
」
の
項
に
、
「
し
ょ
げ
ん
」
の
慣
用
読
み
と
し
、
「
し
ょ
げ
ん
」
の
項
に
説
明
。

「
ち
ょ
げ
ん
」
と
も
言
う
。
と

あ
る
。

（大
字
典
）

（詳
漢
）
（大
漢
和
）
何
れ
も
シ
ョ
ゲ
ン
だ
け
示
し
て
あ
る
。

情
緒（大
言
）
は
、
「
じ
ゃ
う
し

ょ
」
だ
け
。

（
大
辞
）
は
、
「
ジ
ョ
ー
チ

ョ
」
だ
け
。

（言
泉
）

「
じ
ゃ
う
ち
ょ
」
の
条
に
、
「
じ
ゃ
う
し
ょ

（情
緒
）
の
誤
読
。」
と
し

「
じ
ゃ
う
し
ょ
」
の
項
で
意
義
を
記
す
。



（大
国
）

「
じ
ゃ
う
ち
ょ
」
の
項
に
、
「
じ
ゃ
う
し

ょ

（
情
緒
）
の
誤
り
。」
と
し
、

「
じ
ゃ
う
し
ょ
」
の
項
で
解
を
示
す
。

（明
国
）

「
じ
ょ
お
ち
ょ
」
の
項
に

〔
正
し
く
は

「
じ
ょ
う
し
ょ
Ｌ
　
と
し
て
解
し
、
「
じ

ょ
お
し
ょ
」
の
項
に
、
「
じ
ょ
う
ち
ょ
」
と

し
て
い
る
。

（岩
波
）

「
じ
ょ
う
ち
ょ
」
の
項
に
解
を
示
し
、
「
じ
ょ
う
し
ょ
」
が
正
し
く
、

「
じ
ょ
う
ち
ょ
」
は
慣
用
読
み
。
と
し
、

「
じ
ょ
う
し

ょ
」
の
項
に

「
―
↓
じ
ょ
う
ち
ょ
」
と
し
て
い
る
。

（詳
漢
）
ジ
ャ
ウ
シ
ョ
だ
け
。

（大
漢
和
）
は
、
ジ
ャ
ウ
ン
ョ
・
ジ
ャ
ゥ
チ

ョ
両
方
記
し
て
い
る
。

心
緒（大
言
）

（大
国
）
奪
面
泉
）
（大
辞
）
（大
字
典
）
（詳
漢
）
（大
漢
和
）
皆
ン
ン
シ
ョ
だ
け
示
し
て
い
る
。

（
明
国
）

「
し
ん
し
ょ
」
の
項
に
、
「
お
も
い
の
は
じ
。
し
ん
ち
ょ
ご

と
し
、
「
し
ん
ち

ょ
」
の
項
に
、
「
し
ん
じ
ょ
ピ

「―
―
麻
の

如
く
乱
れ
て
Ｌ

と
あ
る
。

（岩
波
）

「
し
ん
し
ょ
」
の
項
に
、
「
し
ん
ち
ょ
」
と
し
、
「
し
ん
ち
ょ
」
の
項
に
、
「
心
が
動
く
い
と
ぐ
ち
。
思
い
の
は
し
ば
し
。」
と

あ
る
。

端
緒（大

言
）

「
た
ん
し

ょ
」
だ
け
出
て
い
る
。

（
言
泉
）

「
た
ん
し

ょ
」
と

「
た
ん
ち

ょ
」

の
項
を
設
け
、
「
た
ん
ち

ょ
」
の
項
に
は
、
「
た
ん
し

ょ
」

の
誤
読
。

（
大
国
）
も
、
「
た
ん
し

ょ
」
と

「
た
ん
ち

ょ
」

の
項
を
設
け
、
「
た
ん
ち

ょ
」
の
項
に
は
、
「
た
ん
し

ょ

（
端
緒
）

あ
る
。

と
し
て
あ
る
。

を
見
よ
。
」
と
し
て

（
一〇
）
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（一一）

（大
辞
）

「
タ
ン
シ
ョ
」
と

「
タ
ン
チ

ョ
」
の
項
を
設
け
、
「
タ
ン
チ

ョ
」
の
項
に
、
「
た
ん
じ
ょ
」
の
誤
読
。
と
し
、
両
項
に
解
及
び

引
例
を
出
し
て
い
る
。

（
明
国
）

「
た
ん
し
ょ
」
と

「
た
ん
ち
ょ
」
を
設
け
、
「
た
ん
ち
ょ
」
の
項
に
は
、
「
た
ん
し
ょ
」
の
な
ま
り
。
と
あ
る
。

（岩
波
）
も
、
「
た
ん
し
ょ
」
・
「
た
ん
ち
ょ
」
両
方
を
設
け
、
「
た
ん
ち

ょ
」
の
項
に
は
、
「
た
ん
し
ょ
」
の
読
み
誤
り
、
と
あ
る
。

（大
字
典
）

（詳
漢
）
（大
漢
和
）
何
れ
も

「
タ
ン
シ
ョ
」
の
読
だ
け
書
い
て
あ
る
。

消
耗（大
一一こ

　
「
せ
う
か
う
」
の
項
に
、
〔
耗

ハ
、
虚
到
切
、
か
う
ナ
リ
、
博
雅
に

「
滅

也
」
正
韻

二

「
虚

也
」
ト
ア
リ
、
又
、

モ
ア
リ
、
ま
う

ハ
、
誤
読
〕
と
あ

っ
て
、
シ
ョ
ー
モ
ー
の
項
は
な
い
。

（大
国
）

「
せ
う
か
う
」
の
項
だ
け
あ

っ
て
、
「
せ
う
ま
う
」
は
出
て
い
な
い
。

（言
泉
）

「
せ
う
か
う
」
の
項
に
、
「
消
費
し
て
へ
ら
す
こ
と
。

又
、
使
用
す
れ
ば
消
失
す
る
こ
と
。
せ
う
ま
う
。」

と
記
し
、
「
せ
う

ま
う
」
の
項
に
は
、
「
せ
う
か
う

（消
耗
）
の
誤
読
。」
と
し
て
あ
る
。

（大
辞
）

「
シ
ョ
ー
コ
ー
」
の
項
に
、
「
俗
に
せ
う
ま
う
と
読
む
。」
と
し
、
解
を
記
し
、
「
シ
ョ
ー
モ
ー
」
の
項
に

「
消
耗
の
誤
読
。」

と
し
て
あ
る
。

（
明
国
）

「
し
ょ
お
こ
お
」
の
項
に
、
「
し
ょ
う
も
う
。」

と
し
、

「
し
ょ
お
も
お
」
の
項
、
〔
正
し
く
は

「
し
ょ
う
こ
う
Ｌ

と
し
、
解

を
記
す
。

（岩
波
）
は

（
明
国
）
と
同
じ
扱
い
を
し
て
い
る
。

（大
字
典
）
は
、
セ
ウ

。
モ
ウ

（
セ
ウ

ｏ
カ
ウ
）
と
し
て
あ
る
。

（
詳
漢
）
セ
ウ
カ
ウ
と
し
て
あ
る
。



（大
漢
和
）
セ
ウ
マ
ウ

・
セ
ウ
カ
ウ
と
し
て
あ
る
．

洗
淡（大

言
）
せ
ん
で
き
。

（大
国
）
せ
ん
て
き
。

（言
泉
）

「
せ
ん
で
き
」
「
せ
ん
で
う
」
の
両
項
を
設
け
、
「
せ
ん
で
う
」
の
項
に
は
、
せ
ん
で
き
の
誤
読
。
と
し
て
あ
る
。

（大
辞
）

「
セ
ン
ジ
ョ
ー
」
の
項
に

「
＝
洗
淡
」
と
し
、
「
セ
ン
デ
キ
」
の
項
に
解
を
記
す
。

（明
国
）

「
せ
ん
で
き
」
の
項
に
、
「
あ
ら
い
そ
そ
ぐ
こ
と
。
せ
ん
じ
ょ
う
。」
と
し
、
「
せ
ん
じ
ょ
お
」
の
項
に
、
「
水
を
か
け
て
あ
ら

う
こ
と
。
せ
ん
で
き
。」
と
あ
る
。

（岩
波
）

「
せ
ん
じ
ょ
う
」
・
「
せ
ん
で
き
」
両
項
に
出
し
、
「
せ
ん
じ
ょ
う
」
の
項
に
、
「
洗
淡
」
は
正
し
く
は

「
せ
ん
で
き
。」
と
し
、

「
せ
ん
で
き
」
の
項
に
、
た
だ
し

「
せ
ん
で
き
」
が
、
も
と
の
正
し
い
よ
み
。
と
し
て
あ
る
。

（大
字
典
）

（大
漢
和
）
は

「
セ
ン
デ
キ
」
と
し
て
い
る
。

（詳
漢
）
は

「
セ
ン
テ
キ
」
と
清
ん
で
い
る
。

◎
漢
語
の

「
緒
言
」
以
下
の
例
は
、
現
代

一
般
の
読
み
方
が
、
以
前
の
読
み
方
と
変

っ
て
来
て
い
る
の
を
、
普
通
の
辞
書
に
ど
う
扱

っ

て
い
る
か
を
調
べ
て
見
た
の
で
あ
る
。

以
上
僅
か
の
例
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
私
自
身
辞
書

へ
の
信
頼
度
の
低
い
こ
と
を
訴
え
た
次
第
で
あ
る
。

（
一一一）




